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松
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事
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会
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君
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優
秀
賞
受
賞

　
　
増
永
様
よ
り
ご
寄
付

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
と
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
共

催
で
実
施
さ
れ
た
『
松
下
幸

之
助
物
語
』
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
が
２
月

末
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
近

く
に
あ
る
、
大
阪
市
立
大
開

小
学
校
六
年
生
の
西
谷
英
汰

君
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

 

　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉

当
委
員
会
が
開
催
す
る
藤
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ 

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
中
止
し
ま
す
。

　
昨
年
、
当
委
員
会
の
名
誉
会
長
増
永
氏
が
他
界
さ
れ

ま
し
た
。
氏
は
事
業
委
員
会
の
立
ち
上
げ
か
ら
記
念
碑

「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
」
の
建
立
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、

十
数
年
間
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
当
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
此
の
機
会
に
更
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
、
新
体
制

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
舩
本
氏
は
、
会
長
を
退
任

さ
れ
特
別
相
談
役
に
就
任
し

ま
す
。
氏
は
九
年
に
わ
た
り

会
長
を
歴
任
さ
れ
事
業
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
会
長
に
は
、
松
下
幸
之

助
さ
ん
と
縁
の
あ
る
松
下
幸

之
助
研
究
部
会
長
の
松
本
さ

ん
が
就
任
し
ま
す
。（
下
段

に
自
己
紹
介
を
掲
載
）

　
辻
花
氏
は
事
業
会
計
を
退

任
し
ま
す
。
今
後
は
、
渉
外

担
当
に
就
任
し
行
政
や
地
域

と
の
連
携
向
上
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
事
業
会
計
の

後
任
予
定
者
が
辞
退
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
後
任
を
人
選
中

で
す
。

　
事
務
局
員
の
舩
本
氏
が
退

任
さ
れ
ま
す
。

　
松
下
幸
之
助
さ
ん
が
大
正

十
一
年
に
新
築
さ
れ
た
第
一

次
本
店
・
工
場
を
昭
和
十
二

年
に
祖
父
・
松
本
梅
三
郎
が

譲
り
受
け
、
私
・
松
本
好
治
は

昭
和
二
十
三
年
に
こ
の
家
で

生
ま
れ
昭
和
三
十
六
年
に
大

開
小
学
校
を
卒
業
。
そ
の
後
、

野
田
中
学
、
大
阪
府
立
港
高

校
と
こ
の
家
か
ら
通
学
し
昭

和
四
十
二
年
十
二
月
に
北
区

大
淀
に
転
居
す
る
ま
で
、
こ

の
家
を
生
活
の
拠
点
に
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
祖
父
は
松

下
幸
之
助
さ
ん
を
含
む
十
一

人
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で
深
く
、

お
付
き
合
い
し
て
お
り
ま
し

た
。

　
事
務
局
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会
の
活
動
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は
、

社
会
福
祉
協
議
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（
赤
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羽
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募
金
）
や
多
く
の
支
援
者

の
ご
寄
付
で
運
営
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
上
、
こ
の
度
、
増

永
家
か
ら
故
増
永
様
の
一
周

忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
志
」

と
し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
寄

付
に
つ
い
て
は
事
業
会
計
に

繰
入
れ
、
大
切
に
管
理
し
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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局
長
　
松
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弘

　
十
月
三
日
（
土
）
に
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
京
都
本
部
内
に
あ

る
松
下
資
料
館
に
て
、
Ｐ
Ｈ

Ｐ
友
の
会
主
催
の
見
学
会
＆

勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
松
下
幸
之
助
氏
の
経
営
哲

学
や
人
生
哲
学
を
中
心
と
し

た
展
示
物
の
見
学
会
で
、
順

追
っ
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

　
門
真
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
内
容

と
は
一
味
違
っ
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
ご

希
望
の
方
は
左
記
メ
ー
ル
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
松
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幸
之
助
の

　
　
　
　
行
き
方
や
考
え
方
を
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
ぶ
研
修
会

　
当
委
員
会
で
は
、
昨
年
の

十
一
月
二
十
三
日（
土
・
祝
）、

大
開
公
園
の
記
念
碑
前
に
て

第
十
五
回
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

は
、
ぜ
ん
ざ
い
が
好
物
で

あ
っ
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
に

ち
な
み
、
北
海
道
産
の
ア
ズ

キ
と
毎
年
、
松
下
幸
之
助
さ

ん
の
故
郷
で
あ
る
和
歌
山
県

産
の
も
ち
米
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
津
川
実
行
委
員
長
の
開
会

宣
言
を
待
た
ず
に
長
蛇
の
行

列
と
な
り
、
準
備
さ
れ
た
約

五
五
〇
食
が
一
時
間
ほ
ど
で

完
食
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
三
井
住
友
銀
行
様
、

大
開
女
性
会
、
商
店
街
女
性

部
、
大
開
夢
と
希
望
の
会
を

は
じ
め
、
各
団
体
の
皆
様
方

に
は
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
当
部
会
で
は
、
昨
年
四
月

ニ
十
一
日
に
第
十
三
回
藤
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
藤

ま
つ
り
は
、
前
年
同
様
、
福

島
区
主
催
の
「
の
だ
藤
ま
つ

り
」の
一
環
と
し
て
行
い
、記

念
碑
上
の
藤
棚
の
藤
を
鑑
賞

し
て
頂
き
な
が
ら
、
用
意
し

た
甘
茶
を
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
前
日
四
月
二
十
日
に

は
「
の
だ
藤
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」
で
公
園
の
藤
棚
前
に

当
会
役
員
が
出
張
、
訪
れ
た

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
の

方
々
と
藤
談
議
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
十
一
月
二
十
三
日

の
第
十
五
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
多
く
の
来
場
者

の
皆
さ
ま
で
、
例
年
の
様
に

公
園
内
に
行
列
が
出
来
る
程

の
盛
況
で
し
た
。
こ
の
ぜ
ん

ざ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
今
回

も
地
元
諸
団
体
の
ご
協
力
を

得
て
盛
大
に
実
施
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

　
同
年
五
月
二
十
一
日
の
松

下
政
経
塾
関
西
研
修
で
は
第

四
十
期
新
入
塾
生
四
名
の
々

の
来
訪
を
受
け
、
創
業
の
地

を
案
内
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
年
四
月
二
十
日
と

十
一
月
九
日
に
は
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
松
愛
会
の
「
新
入
会

員
懇
談
会
」
の
一
環
と
し
て

同
じ
く
創
業
の
地
を
案
内
し

ま
し
た
。同
様
に
、九
月
十
四

日
に
は
Ｐ
Ｈ
Ｐ
金
沢
地
区
合

同
研
修
会
の
十
九
名
の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
も
創
業
の
地
の
案

内
は
積
極
的
に
継
続
い
た
し

ま
す
。

記
念
碑
管
理
部
会
　

　
大
開
公
園
愛
護
会
、
お
お

ひ
ら
き
松
翁
会
の
協
力
を
得

て
記
念
碑
及
び
周
辺
の
美
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
現
在

は
、
記
念
碑
上
の
藤
棚
に
防

鳥
網
を
展
開
し
た
結
果
、
素

晴
ら
し
い
藤
の
花
の
開
花
を

見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
同

五
月
二
十
六
日
に
は
七
回
目

の
記
念
碑
の
点
検
と
大
掃
除

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
記
念

碑
、銘
板
、藤
棚
は
概
ね
良
好

な
状
態
で
し
た
。

  

故
・
増
永
正
始
名
誉
会

長
の
後
任
と
し
て
二
〇
一

一
年
よ
り
会
長
を
仰
せ
つ

か
り
、
在
任
中
に
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
継
続
出

来
ま
し
た
こ
と
は
、
福
島

区
役
所
を
は
じ
め
、
福
島

区
の
各
諸
団
体
の
皆
様
方
、

そ
し
て
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
の
皆
様
方
に
ご
支

援
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
お
陰
で
す
。
改
め
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
九
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

二
〇
〇
四
年
に
大
開
公
園

内
に
建
立
さ
れ
た
「
記
念

碑
・
松
下
幸
之
助
創
業
の

地
」
を
中
心
に
、
松
下
幸
之

助
さ
ん
の
行
き
方
や
考
え

方
を
次
世
代
に
継
承
す
る

活
動
と
同
時
に
、
大
開
の

街
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

目
的
で
活
動
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
四
月
の
「
ふ
じ
ま
つ
り
」、

十
一
月
の
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
」
に
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
現
在

も
継
続
的
に
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
、
福
島
区
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
も
定
着
し
、
毎
年

多
く
の
来
場
者
に
喜
ん
で
頂

い
て
い
る
こ
と
は
、
主
催
者

と
し
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　
記
念
碑
上
の
藤
棚
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
藤
棚
を
設
置

し
て
以
来
多
く
の
苦
難
が
あ

り
、
藤
の
花
を
藤
棚
一
面
に

咲
か
す
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
々

の
手
入
れ
の
甲
斐
あ
っ
て

四
、
五
年
前
か
ら
棚
一
面
に

咲
く
よ
う
に
な
り
、
今
後
も

継
承
出
来
る
よ
う
、
維
持
管

理
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

　
新
執
行
部
の
皆
さ
ん
の
も

と
、
大
開
と
共
に
更
な
る
発

展
を
目
指
し
諸
活
動
に
取
り

組
ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
切
に

願
い
、
引
き
続
き
皆
様
方
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

  

会
長
退
任
の
挨
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舩
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正
治
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市
野
俊
哉


